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東
京
都
で
唯
一
鉄
道
が
な
い
市
で
あ
る
武

蔵
村
山
市
。
地
域
住
民
に
と
っ
て
悲
願
で

あ
っ
た
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
事
業
が
、

大
き
く
動
き
出
し
た
。
２
０
２
５
年
3
月
に

都
市
計
画
決
定
が
告
示
さ
れ
、
5
月
に
は
多

摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
株
式
会
社
が
上
北
台
～

箱
根
ケ
崎
間
の
軌
道
運
輸
事
業
の
特
許
を
取

得
し
た
た
め
だ
。

延
伸
区
間
は
現
在
の
終
端
駅
で
あ
る
上
北

台
駅
か
ら
J
R
八
高
線
の
駅
が
あ
る
箱
根
ケ

崎
駅
ま
で
、
東
大
和
市
、
武
蔵
村
山
市
、
瑞

穂
町
に
ま
た
が
る
約
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
大

部
分
が
新
青
梅
街
道
に
沿
っ
て
路
線
が
延
伸

さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
駅
と
駅
と
の

間
隔
は
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
目
安
に
、
需

要
予
測
等
に
基
づ
い
て
７
駅
が
決
定
さ
れ
た
。

地
域
住
民
の
多
く
は
、
こ
れ
ま
で
バ
ス
や

自
家
用
車
で
J
R
や
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
の

駅
に
出
る
し
か
な
か
っ
た
。
渋
滞
に
巻
き
込

ま
れ
れ
ば
時
間
が
読
め
ず
、
日
々
の
生
活
に

お
い
て
移
動
の
不
便
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。

そ
う
し
た
鉄
道
空
白
地
域
の
解
消
に
向
け
行

わ
れ
る
の
が
今
回
の
延
伸
事
業
で
あ
る
。

今
回
、
こ
の
延
伸
事
業
に
つ
い
て
、
多
摩

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
株
式
会
社
で
延
伸
推
進
室

課
長
を
務
め
る
桑
原
大
輔
氏
と
、
同
・
総
務

部
課
長
代
理
の
岡
本
譲
氏
に
話
を
聞
い
た
。

「
わ
が
社
は
、
東
京
都
、
沿
線
自
治
体
、

鉄
道
事
業
者
、
金
融
機
関
な
ど
の
出
資
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
第
三
セ
ク
タ
ー
で
す
。

モ
ノ
レ
ー
ル
は
道
路
空
間
を
活
用
し
、
比
較

モ
ノ
レ
ー
ル
の
強
み
を
生
か
す
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的
早
期
に
整
備
が
可
能
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
利
点
を
生
か
し
、
道
路
と

一
緒
に
整
備
さ
れ
た
の
が
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル

で
す
」（
桑
原
氏
）

こ
れ
ま
で
の
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
の
歴
史
を

見
て
み
る
と
、
１
９
９
８
年
11
月
の
第
Ⅰ
期

開
業
時
は
、
立
川
北
か
ら
上
北
台
ま
で
と
区

間
も
短
く
、
１
日
の
乗
客
数
は
約
２
万
人
で

あ
っ
た
。
次
に
、
２
０
０
０
年
１
月
の
第
Ⅱ

期
開
業
で
多
摩
セ
ン
タ
ー
ま
で
延
伸
す
る

と
、
乗
客
数
は
１
日
平
均
約
８
万
人
に
増
え

た
。
２
０
２
４
年
度
実
績
で
は
、
１
日
約
13

万
９
０
０
０
人
が
乗
車
。
そ
の
う
ち
定
期
乗

車
が
約
７
万
８
０
０
０
人
。
沿
線
に
大
学
や

高
校
が
多
い
こ
と
か
ら
、
通
勤
客
と
学
生
で

朝
の
時
間
帯
は
混
み
合
う
。

多
摩
地
域
で
は
J
R
立
川
駅
の
あ
る
北

多
摩
地
区
は
活
性
化
が
進
ん
で
い
た
も
の

の
、
南
多
摩
お
よ
び
西
多
摩
地
区
は
遅
れ
を

と
っ
て
い
た
。
ま
た
、
J
R
中
央
線
、
西

武
拝
島
線
、
京
王
線
、
小
田
急
多
摩
線
と

い
っ
た
鉄
道
は
東
西
に
走
っ
て
お
り
、
南
北

の
移
動
手
段
は
道
路
も
含
め
て
不
足
し
て
い

た
。
そ
こ
で
、
道
路
と
合
わ
せ
て
整
備
で
き

る
移
動
シ
ス
テ
ム
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
モ

ノ
レ
ー
ル
だ
。

現
在
、
延
伸
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
地

域
は
箱
根
ケ
崎
と
立
川
駅
を
結
ぶ
立
川
バ
ス

が
主
要
な
交
通
手
段
と
な
っ
て
い
る
。
定
時

性
が
確
保
さ
れ
た
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
が
延
伸

し
、
交
通
が
便
利
に
な
れ
ば
人
が
集
ま
る
。

人
が
集
ま
れ
ば
街
が
発
展
し
、
さ
ら
に
交
通

が
整
い
好
循
環
が
生
ま
れ
る
。

立
川
バ
ス
で
は
既
に
こ
の
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル

の
延
伸
を
見
据
え
、
新
た
な
需
要
を
創
出
す

る
と
し
て
、
立
川
駅
北
口
と
Ｉ
Ｈ
Ｉ
瑞
穂
工

場
を
結
ぶ
新
路
線
を
今
年
７
月
に
開
設
し
た
。

鉄
道
と
バ
ス
が
乗
客
を
取
り
合
う
の
で
は

な
く
、
地
域
の
人
が
使
い
や
す
い
再
編
を
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
の
場
合
、
支
柱
や
軌
道

桁
は
「
イ
ン
フ
ラ
部
」
と
呼
ば
れ
、
東
京
都

が
整
備
す
る
。
一
方
、
車
両
や
、
車
両
を
走

ら
せ
る
た
め
に
必
要
な
通
信
機
器
、
電
気
設

備
な
ど
「
イ
ン
フ
ラ
外
部
」
は
多
摩
モ
ノ

レ
ー
ル
が
整
備
す
る
。

運
転
士
は
鉄
道
と
同
じ
資
格
を
持
ち
、
ワ

ン
マ
ン
運
転
を
行
っ
て
い
る
。
A
T
O
（
自

動
列
車
運
転
装
置
）
が
完
備
さ
れ
て
い
る
た

め
、
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
自
動
で
加
速
・
減
速

し
次
の
駅
で
停
車
す
る
。
た
だ
し
、
万
が
一

延
伸
で
変
わ
る
こ
と
、変
わ
ら
な
い
こ
と

の
異
常
時
に
備
え
、
一
部
で
は
手
動
の
運
転

訓
練
も
行
っ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
は
現
在
の
営
業
線
と
同
じ
だ

が
、
延
伸
部
は
ホ
ー
ム
が
変
わ
る
。「
相
対

式
」
か
ら
「
島
式
」
に
変
更
さ
れ
る
の
だ
。

島
式
は
相
対
式
に
比
べ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど

の
設
備
の
数
が
少
な
く
、
設
備
投
資
や
維
持

管
理
費
が
抑
え
ら
れ
、
コ
ス
ト
が
安
く
な
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
、
車
両
の
編
成
数
が
変
わ
る
。

こ
れ
ま
で
の
輸
送
力
を
維
持
し
な
が
ら
、
延

伸
部
も
運
行
す
る
た
め
に
、
車
両
の
編
成
数

を
増
や
し
て
い
く
。
新
た
な
車
両
で
新
た
な

区
間
を
走
る
、
地
域
の
期
待
も
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
く
。

「
今
回
の
延
伸
事
業
に
お
い
て
、
東
京
都

が
約
８
２
０
億
円
か
け
て
支
柱
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
部
を
つ
く
る
の
に
対
し
、
多
摩
モ
ノ

レ
ー
ル
が
つ
く
る
イ
ン
フ
ラ
外
部
に
は
約
３

６
０
億
円
か
か
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
国
か

ら
３
分
の
１
、
都
か
ら
３
分
の
１
の
補
助
を

い
た
だ
く
予
定
で
す
。
他
に
も
、
武
蔵
村
山

市
、
瑞
穂
町
か
ら
出
資
を
い
た
だ
く
な
ど
、

多
方
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
事
業
を
進

め
て
い
き
ま
す
」（
桑
原
氏
）。

地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
の
期
待

に
応
え
る
早
期
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

経
営
面
に
目
を
転
じ
る
と
、
多
摩
都
市
モ

ノ
レ
ー
ル
株
式
会
社
は
、
現
在
こ
そ
当
期
純

利
益
を
上
げ
て
い
る
が
、
過
去
に
は
経
営
危

機
に
陥
っ
て
い
る
。
経
営
安
定
化
計
画
を
策

定
し
、
そ
の
後
、
黒
字
を
継
続
し
て
き
た

が
、
決
し
て
余
裕
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
中
、
延
伸
に
よ
る
ハ
ー
ド
面
の

整
備
だ
け
で
な
く
、
地
域
と
連
携
し
た
ソ
フ

ト
面
の
取
り
組
み
や
発
信
に
も
積
極
的
だ
。

「
こ
れ
ま
で
も
、
地
域
と
の
連
携
は
大
切

に
し
て
き
ま
し
た
」
と
岡
本
氏
が
話
す
よ
う

に
、
例
え
ば
、
一
日
乗
車
券
を
購
入
し
、
そ

れ
を
提
携
し
て
い
る
沿
線
の
店
舗
や
施
設
で

見
せ
る
こ
と
で
特
典
が
受
け
ら
れ
る
通
称

「
ぐ
る
プ
レ
」
や
多
摩
動
物
公
園
、
国
営
昭

和
記
念
公
園
な
ど
の
入
園
料
と
一
日
乗
車
券

が
割
引
料
金
と
な
る
セ
ッ
ト
券
も
好
評
だ
。

ま
た
、
沿
線
の
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
「
た
ま
モ
ノ
」
を
偶
数
月
に

発
行
、
主
要
駅
に
は
、
沿
線
自
治
体
な
ど
と

連
携
し
、
沿
線
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
イ
ベ
ン

ト
情
報
を
は
じ
め
、
沿
線
地
域
へ
の
移
住
や

定
住
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
い
っ
た
多
摩
地
域

の
魅
力
と
な
る
情
報
を
発
信
す
る
「
多
摩
モ

ノ
レ
ー
ル
沿
線
の
魅
力
発
信
コ
ー
ナ
ー
」
を

設
置
し
た
。
こ
の
地
域
と
の
連
携
は
、
延
伸

部
の
地
域
で
も
、
さ
ら
に
期
待
で
き
る
。

今
年
の
３
月
に
東
京
都
が
策
定
し
た
「
多

摩
の
ま
ち
づ
く
り
戦
略
」
で
は
、
２
０
５
０

年
代
の
多
摩
地
域
の
将
来
像
を
描
き
、
未
来

に
向
け
た
取
り
組
み
を
示
し
て
い
る
。

地
域
と
の
連
携
に
も
取
り
組
む

上北台

桜街道

玉川上水

砂川七番

泉体育館

立飛

高松

立川北

立川南

柴崎体育館

甲州街道

万願寺

高幡不動

程久保

多摩動物公園

中央大学・明星大学

松が谷

多摩センター

大塚・帝京大学

程久保駅～多摩動物公
園駅間を走行する多摩
モノレール。
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多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
が
、
地
域
の
軸
と
な
り

そ
こ
で
重
要
な
責
任
を
果
た
せ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
だ
ろ
う
。

多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
の
自
慢
の
一
つ
に
、
窓

か
ら
見
え
る
景
色
が
あ
る
。
大
き
な
ガ
ラ
ス

で
仕
切
ら
れ
た
運
転
席
の
後
ろ
に
い
る
と
、

遠
く
ま
で
見
通
せ
て
気
分
が
い
い
。
緑
豊
か

な
景
色
の
中
に
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
、
大
型

商
業
施
設
、
学
校
な
ど
も
混
ざ
り
、
見
て
い

て
飽
き
な
い
。
季
節
ご
と
に
移
り
変
わ
る
風

景
も
魅
力
的
で
、
と
く
に
空
気
が
澄
ん
だ
冬

の
日
没
時
、
富
士
山
の
頂
に
夕
日
が
沈
ん
で

い
く
様
子
は
絶
景
で
あ
る
。
２
０
２
３
年
に

は
、
車
両
か
ら
眺
め
る
街
並
み
の
夜
景
や
、

多
摩
の
魅
力
あ
る
夜
の
風
景
を
バ
ッ
ク
に
走

る
モ
ノ
レ
ー
ル
の
姿
が
、「
日
本
夜
景
遺
産
」

に
認
定
さ
れ
た
。

そ
の
記
念
に
、
多
摩
地
域
で
造
ら
れ
た

ビ
ー
ル
や
日
本
酒
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
列

車
「
夜
景
列
車
」
を
走
ら
せ
た
が
、
好
評
の

た
め
翌
年
は
「Tam

am
ono N

ight Train

」

を
年
末
に
運
行
し
た
。

貸
切
列
車
に
も
対
応
し
て
お
り
、
景
色
を

楽
し
み
な
が
ら
の
懇
親
会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

に
利
用
さ
れ
喜
ば
れ
て
い
る
と
い
う
。

毎
年
、
開
催
し
て
い
る
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

に
は
、
沿
線
の
風
景
や
、
風
景
に
溶
け
込
ん

だ
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
の
写
真
な
ど
、
素
晴
ら

し
い
作
品
が
た
く
さ
ん
届
け
ら
れ
る
。
多
摩

モ
ノ
レ
ー
ル
に
は
多
く
の
フ
ァ
ン
が
つ
い
て

い
る
の
だ
ろ
う
。

車
窓
か
ら
の
風
景
が
魅
力

駅
構
内
の
セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
、
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
購
入
で
き
る
グ
ッ
ズ

や
独
自
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
好
評
だ
。

駅
長
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
猫
の
よ
う
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
タ
マ
オ
」
は
、
マ
ス

コ
ッ
ト
と
し
て
も
大
人
気
。
地
元
の
菓
子

店
・
立
川
伊
勢
屋
か
ら
「
タ
マ
オ
ま
ん
じ
ゅ

う
」
も
発
売
さ
れ
て
い
る
。

「
イ
ベ
ン
ト
の
た
び
に
タ
マ
オ
に
会
い
に

来
て
く
れ
る
お
客
様
も
多
く
い
る
ん
で
す
」

こ
う
語
る
岡
本
氏
か
ら
は
、
地
域
へ
の

愛
、
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
へ
の
愛
が
伝
わ
っ
て

く
る
。

ま
た
、
全
国
の
鉄
道
会
社
や
関
連
企
業
で

働
く
ス
タ
ッ
フ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
鉄
道

む
す
め
」
に
は
、
立
川
い
ず
み
、
万
願
寺
さ

き
の
２
名
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
パ
ス
ケ
ー

ス
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
ア
ク
リ
ル
ス
タ
ン

ド
な
ど
が
好
評
で
あ
る
。

「
同
じ
１
０
０
万
回
で
も
１
０
０
万
人
が

１
回
使
う
よ
り
10
万
人
に
10
回
使
っ
て
も
ら

う
。
よ
り
多
く
の
方
に
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
の

愛
さ
れ
る
鉄
道
こ
そ
理
想

❶多摩川を渡る多摩都市モノレール（甲州街道駅～柴崎体育館駅間）。❷上北台駅から北側を望む。この先を左にカーブし新青梅街道に
沿って延伸する予定。❸小川に沿って遊歩道が整備された根川緑道（柴崎体育館駅近辺）　❹高幡不動尊の五重塔。❺ゾウのオブジェが
迎えてくれる多摩動物公園の正門。

❶

❷❸

❹

❺

延伸推進室課長 
兼総務部課長（計画担当）

桑原 大輔
Daisuke KUWABARA
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リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
、
し
っ
か
り
情

報
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
桑
原
氏
）

実
際
に
乗
車
す
べ
く
、
始
発
駅
の
多
摩
セ

ン
タ
ー
駅
に
向
か
っ
た
。
時
刻
表
を
み
る

と
、
最
も
本
数
が
多
い
平
日
の
午
前
８
時
台

は
10
本
出
て
い
る
。
私
が
乗
車
し
た
昼
間
の

時
間
帯
は
１
時
間
に
６
本
と
、
10
分
間
隔
で

走
っ
て
い
る
。

待
つ
間
も
な
く
、
銀
色
の
ボ
デ
ィ
に
シ
ン

ボ
ル
カ
ラ
ー
の
オ
レ
ン
ジ
や
イ
エ
ロ
ー
を
配

し
た
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
車
両
が
入
線
し
て

き
た
。
４
両
編
成
の
一
番
前
に
乗
る
。
車
内

は
広
々
と
し
て
お
り
快
適
だ
。

ゴ
ム
タ
イ
ヤ
の
た
め
、
軌
道
と
接
触
し
て

い
る
音
が
せ
ず
静
か
だ
。
最
高
時
速
65
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
走
行
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

が
、
カ
ー
ブ
が
多
く
、
駅
間
も
短
い
こ
と
か

ら
、
停
車
時
分
を
含
め
る
と
、
平
均
時
速
は

30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱
だ
と
い
う
。
ワ
ン
マ
ン

運
転
で
、
駅
に
停
車
す
る
た
び
、
運
転
士
が

立
ち
上
が
っ
て
窓
を
開
け
安
全
確
認
を
行
っ

て
い
る
。

ま
た
、
車
両
内
に
目
を
向
け
る
と
、「
救

助
器
」
と
書
か
れ
た
大
き
め
の
箱
に
気
づ

く
。
万
が
一
、
途
中
で
車
両
が
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
な
ど
は
、
反
対
の
軌
道
側
か
前

後
に
別
の
車
両
を
つ
け
て
避
難
す
る
が
、
そ

れ
も
不
可
能
な
と
き
に
、
乗
客
が
地
上
へ
滑

り
降
り
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ュ
ー
タ
ー
が
収

地
域
か
ら
の
期
待
を
背
負
っ
て

納
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
、
防

犯
対
策
と
し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
が
全
車
両
に

設
置
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、
鉄
道
各
社

が
設
置
を
急
い
で
い
る
ホ
ー
ム
の
安
全
柵
は

開
業
当
初
か
ら
あ
り
、
乗
客
の
安
全
配
慮
に

は
早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
。

桑
原
氏
、
岡
本
氏
を
は
じ
め
多
摩
モ
ノ

レ
ー
ル
に
携
わ
る
人
々
の
今
の
一
番
の
願
い

は
、
地
域
住
民
か
ら
の
期
待
に
確
実
に
応
え

て
い
く
こ
と
だ
。

「
延
伸
計
画
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も
地
域

の
方
に
と
っ
て
も
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
駅

の
デ
ザ
イ
ン
一
つ
と
っ
て
も
、
地
域
の
方
に

親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
も
の
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
桑
原
氏
は
言
う
。

続
け
て
「
延
伸
計
画
以
外
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
通
り
、
安
全
を
最
優
先
と
し
た
運

行
に
全
力
を
尽
く
す
姿
勢
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
安
心
・
安
全
の
提
供
、
定
時
性
の

確
保
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
な
ど
を
確
実
に
積
み

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
桑

原
氏
）
と
語
る
。

一
日
も
早
い
延
伸
計
画
も
進
め
つ
つ
、
そ

の
目
は
あ
く
ま
で
足
元
を
見
つ
め
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

❻広々とした車内。車窓からの展望は見ていて飽きない。❼沿線の魅力発信コーナー（玉川上水駅）。❽ホーム駅名標には各駅
周辺の風景や施設のイラストが掲載されている。❾「日本夜景遺産」に認定された多摩モノレール（高幡不動駅近辺／写真提
供：多摩都市モノレール）。❿多摩モノレール鉄道むすめ「立川いずみ」「万願寺さき」のグッズ。⓫多摩モノレール PR 担当 

「タマオ」のグッズも人気。⓬タマオがパッケージにデザインされた「タマオまんじゅう」。

⓫⓬

❻

❼

❾

❿

総務部課長代理 
（総務・広報グループ） 

兼安全管理推進室課長代理

岡本 譲
Yuzuru OKAMOTO

❽




